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あらゆる計測に革新をもたらす
これからは信号も個性の時代

波形の個性化、波形解析、検出器識別、計測システムの合理化

 計測の高速化でコストと時間を節約（高効率）
 従来システムをそのまま利用（シンプル）
 諦めていた手法の実現（ブレークスルー）

波形解析による検出器識別

実際の導入例

本アイデアの構成例です。
検出器の出力部にループ回路を作り、意図的に遅延信号（個性）をつくる。
遅延信号の形で検出器を識別することで、以下の実施効果のような計測が可能。

実際の利用の可能性
・建屋全体の各部屋の

線量を一つの解析シ
ステムで監視する。
検出器の後からの追
加も自由。

・一つの解析システム
で多くのセンサーを
動作させ、大幅な効
率向上、コスト削減
などを実現。
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先端科学分野のあらゆる計測、センサー技術、
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波形解析による検出器
識別を用いると同じシ
ステムで複数の独立の
計測が可能となる。
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従来のシステムに複数
の検出器を使うと、複
数のスペクトルが混
ざって出てくる。
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本アイデアの実施効果（陽電子消滅分光に適用）

計測

動画はこちら！
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